_ 灾纖*戀驪 ◎ 学け靨 _ i [ sd 讓嘗。 


钃ばも®驪画_» 


：：：： .. 




m 


•揚げも©_理中はそぱを離れない 
壽 f せ厲©天ぶ5鋼以外は絶 M に使: b なし、 

付属の天ぶら鍋以外を使周すると溫度調節機能が正しく働かないこ 
とがあり、火災の原因となります。 

_讓底が変形したち®は使わない 
⑩油は50 Og (550mL) 未満では調理しない 

油は5〇 Og (550rnL) 〜 ■SOOg (880mL) の範_で調理してくだ 
さい。鍋が違ったり漼量が少ないと..油が遍熱され発火するおそれ淨 
あります。また油邐が多すぎると、あふれてやけどや火災の原因にな 
ります0 


_油煙が多く.出たら電源を ro る 
^必ず揚げちの溫度コントルを使用する 6IEI 昼 D 


油：！:800 g.、 〆)•_50以 


_炒めもの*焼きものなど油を使う料 
理をするときもそばを離れないで 
ください。また、過熱しないように 
火力を調節してください。 



調麵❿鼷 B 


_液体を加熱するときは、加熱前にかき混ぜ、調 
理中は火力を弱めにし、ときどきかき混ぜる 
(カレ，みそ汁, BS い物、牛乳など©煮物や汁輸） 

水や調理锪を加熱していると突然ふき上げたり、 
_が跳ね上がることがあり、やけどやトッププレート 
が割れるおそれがあります。 


變顧申(鬮麗申)◎變屬纔》 

ノ^〜_使用中や使用後しば5くは 
:•:: . トッブプレートやグ U ルド 
%,、.ブ アおよび庫内などの高渥 
部に垂れない 

_鐫*鍋®とってなど®高 
温 S に触れない 


I トッププ1/一卜0±は 

•トッププレート®上に乗ったり、_を落とした D 、衝撃を加えなし、 

! r "V 万一ひびが入ったり割れた場合は、電源と専矩ブレーカーを切って使用を中止し、すぐに修理を依頼してください。 

... •トッププレート®上に麵、やかん、フライパンなど調理器具以も 0 X およびカセット 
'‘’ コン□、ボンベなどは匾かない 

⑩トッブプレート❿上に犓を匿かない 
i 下記の物は特に注意してください。 

! * 珥燃駿や引火犓（まな板•ふきん*紙*アルミホイルづ由など） 


I 拿偉は 

I ^一’，»排気力 K — やすき間にビンや針金な 

I : ： ど©異物を入れない 

::_騷*排気口に指を入れなし、 

_酸*排気口に水などを入れない 
_子供など顧り扱いに不慣れな方だけで使 
I 周させたり、乳幼！！に触れさせない 

_力ーテンなどの可燃 _© 近くで使用しな W 
_本体に水などをかけない 



.,4”“. •使爾後は電源を切る 

:、，ハ 使わないときは、前画操作バネル 

、'ぃ'/、 を収納して電源を切ってください。 

〜… 長觀不在のときは専羯ブレーカー 

を切ってください。 




































































































































































































:. lil 圍 

_火災*鱔電* 訾けど®靨ます。 


變躍嘗麝 


心贜用べースメーカー蕾お使い©方は、 
本製品®ご使屬にあたって医師とよ 
く相談する 

本製品の動信がぺースメー カーに影冒を 
与えることがあります。 


_調理以舛❿周達に使用しなし、 
湯たんぽなどを加熱しない。 

_不安定な場所や熱に弱い敷 
上では使用しない 


變屬串(鬮麵申屬蠻 ■ 


mihmmmz 


__は不安定な状態で使用しない 

_钃©下に紙やシートを敷沙ない 

響缶詰やアルミ製容器やパック（うどん等が入った 
簡黒容器穴レトルトパック(アルミ箔を使用して 
いるパック)、纖/ \ s ック(内側にアルミ箔を貼った 
も®)、アルミ箔など、钃以外のも®を霞かない 
スプーンなどの金属製ホ锪を霞かない C 
誤って加熱した場合、火災や破裂してやけど * けが 
の原因となります。 

_あ！熱した油で搨げも®温度コント 
□— ルを使わなし、 

揚げちの温度コント□—ルが正しく優]かず、異常過 
熱することがあります。 

_本体前方に_を震かない 

_空だきや鉻要以上に加熱をしない 
鍋底の薄いもの、反っているフライノ (ンや鍋は強火 
で予熱すると赤熱したり変形するおそれがあります。 
空だきなど異常に高潟になった場合、トッブブレー 
卜が変色することがあります。 

參灾気を近づけない 

參酸*排気力 i をふさいだり、眼*排気カバー 
付近に手、顔、銅のとってを近づけな IA 

_トッブブレート®上画操作パネル®上に、熱 
い钃などを醒かなし、 

• トッププレートの上に直接食豺を臞いて調理 
しない 

_使■中は本体か5離れなし、 

響揚げも®調理中は、爾び_る油に注意する 

_少量®油を入れて予熱するときや予熱©後で 
油を入れるときは邏熱しないように注意する 
発火のおそれがあります。 

_油煙が多く毖たら電源を切る 


_グ11ル使爾中に調理 
物が発煙，発火した 
場合は、次®手順で 
消火する 

_消火するまでグ U ル 
F アを闘けなし、 

(空気が入り、炎が大きく 
なります。） 

消火手順 

① 電源を钥る 

② 暖，排気カバ'—全体 
をぬれたタオルでふ 
さぐ 

※このときグ u ルドアの 
周 S から煙が a ます。 

③ 専用ブレー 。 力一を切る 

※グ U ルドア（ガラス窓） 
に水をかけない。(ガラ 
スが割れます。） 



"% | s 4« 

お手入れは必穸電源を 
ひけ切り本体が冷えてか!5 | 

•奪;.行ぅ 



















































_ 炎!^議霸* 赘け€©驪_こ so ますく 


ク U 勵褰使漏嘗ると查 


_使周中や使■後はク ' u ルドア（ガ 
ラス）に水をかけなし、 

高 S になっているところに水をかける 
と割れるおそれがあります。 

_グ1!ルドアを持って勢いよく引き出 
し MX 持ち上げなが5引き出した D 
またグ U ルドアに上か3強い力を加 
えた!3ぶ5さが5な 
グリルドアや受皿•焼網などが落下して、 
やけどやけがをしたり、破損の原因と 
なります。 

•使用中や使用後は、グリルドア、 
焼亂受皿は高潟になつている©で、 
お手入れをするときは十分冷えて 
し、ることを確認してか5行う 


參少邐❿調理翻を長調!蓮しない 

発煙' 発火するおそれがあります。 

參受腿には水以外©も® (例えばアルミホイル* 
クッキングシートオーブンシートグ U ル用 
の石）などを入れて使■しない 

脂が過熱し、発煙、発火するおそれや S 動調理がう 
まくできないことがあります。 

籲一度調理した食品を繰り返し調理しない 

発煙 • 発火するあ'それがあります。 


⑩グ U ル©庫内や受腿は、魚など®脂がたま 
5ないよう使周®■度攤除し、定期的にお 
手入れをする 

続けて使用するときは、受盟にたまった脂を捨て、 
汚れをきれいに落としてください。 

_グリル（魚焼き）は遜ず'受皿に水を入れて使 
用 i る 


_トッブプレートの上で、卩 R 1 ジャー絞飯器な 
ど爾磁誘導細熱®調理機器を使ねない 

磁力線により本製 S が故障する原因となります。 

_本体®下に珂讎物（紙〃アルミホイル〃テーブ 
ルクロス等）を敷いたり圏いた！3しないな U 

_キャビネット（本体左右*下側）に熱に弱いも 
©を霞かない 

排熱によ D 、 調味料*食品などの変質の原因となります。 

_暖 * 排気口に水などをこぼさないよう注戆する 

キャビネット内に水などが落ちる原因になります。 

•プ1/—トワクを钃底でこすったり、プレート 
ワクに熱い齲を靄沙ない 
ステンレスの傷付き•変色の原因となります。 

_トッププレート®上に齲®ふたや受腿 、 i C — ベ 
キュー用や朮ットプ1/—卜捲の鉄板などを匿 
かない 

ヒーターが 入ると加熱され、火災•故障の原因となります。 

_酸®強い食品がつ IA た壩舍はすぐふきとる 

ジャム、レモン汁*梅を使った食品などを放置すると、 
トッププレート、プレートワクが変色する原因となります。 


_左。右ヒーターは磁力線が出ているため、磁 

気に弱いも 0) を近づけない 

^ラジオ•テレビ•補聴器など(雑音の原因となります） 

^キャッシュカード。磁気テープ*自動改札用定期 
券など（記憶が消える原因となります） 

⑩土鍋やガラス鍋、直火用魚燒き器は使わない 

顆 r _ 11または丨画 g _ fl 付 、 h で使える」 
と表示している土鍋やガラス■、直火用魚焼き器 
などでも形状によつてはクッキング ヒーター が 
故障したり鍋が割れたりする場合がありますの 
で使わないでぐださい。 

_市販©電磁調理■カバー^を使わない 

安全機能が正しく働かない原因となります。 

※ガラス製の板状のもので、トッププレートの上に 
のせて、その上で調理をすることでトッブブレー 
卜の汚れを防ぐちのです。 

_上画操作/ \°ネルに水などをこぼしたり、なべ 

底が鰱れたりすると故障❿原因となる 

すぐに毁り除いてください。 

⑩害虫 （ ゴキブリなど）が製品内に侵入すると 

故 P 章の原因となる 適切な環境下でご使 ffl ください。 


安全上のご注意 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































_ h ヒーターには、財団法人製晶安金協会の ® D _または_ iKMGi] 丨マークの讨いた钃をおすすめします。 
(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使诩するなど正し < 安全にお使いください。） 


鉄，鉄講物，鉄ホー □— 


スアンレ A 


] 80タイプ 

(磁石がつぐ) 


18 〜 8 ， 18 ~ 10 タイプ 

(磁石がつかない） 


m 


多層鍋 


間に鉄をはさんでいるタイプ 

(磁石がつく） 


P 鄙こアルミや銅をはさんでいるタイプ 
(磁石がつかない） 


〇 

〇 


〇 


底の厚さが1 mm を超え 
ると火力が弱くなります 


間にはさんでいる材質で、 


〇火力が変わります 


V / 

r\ 


.アルミ 


4 C ：：> 




ガラス，陶磁器（土_など） 

直灾用魚焼き網 

(c m j で f えるとしているものも卸） 

底が平6な形« 


X 

八 


P 平らな底の直径 


12〜 26 om のちの 


形 

せぶ 

m 


底に反りや賴10ある賴犬 

S !. 1 

. ス . 

底がまるい形状 



t 1反りや脚が 3 mm 以下 


X 




_ホー ■ 加工した鐫を使:3とき•は、空だき•をしたり、焦げつかせないよ:5に注意してくださし、。 
(トップブレートを破損する原因） 


自動調理(湯わかし)には、必ず mm または mmm ' 付きの鍋で次のものを使用してください< 
※下記以夕もの鍋ややかんを使用すると、自動調理(湯わかし）が正しくできません。 


自麵濕わかし 

響鍋底の直径が15〜 23 cm のもの 
響鍋底が平らなもの(鍋底の凹凸(反りや脚）1 mm 以下) 


自動濕 to かし推奨ケトル品名：ケトル , 〇: X •, 
[ 型式：106346ヽ | - 

ご購入の際は、お翼い上げの販売店にご相談ください。 
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#油は 5 G 0 g 〜 800 g で、必ず「揚げもの温度コント□ール」 
を使周して調理してください。 

響油煙が多く出たら電源を切ってください0 


付属の天ぶら鐫以外を使用すると、 
火災の原因になります。 































































